介護職員等喀痰吸引等指示書
指示期間（　　　　　　　　～　　　　　　　　）
対象者
 (
氏名
　　　　　　　　　性別
　
　　　　生年月日　　　　　　　年齢
要介護区分
主たる疾患（障害）名
)




実施行為種別
 (
・口腔内吸引　　・鼻腔内吸引　　・気管カニューレ内吸引
・胃ろうによる経管栄養　　・腸ろうによる経管栄養　　・経鼻経管栄養
)


 (
喀痰吸引
・
吸引圧
・吸引時間
・注意事項
)指示内容








 (
経管栄養
・栄養剤の内容
・投与時間
・投与量
・注意事項
)













介護職員等喀痰吸引指示書
指示期間（　平成25年９月20日　～　26年３月20日　　）
対象者
 (
氏名
　
山本ひろ子
　
　　　　性別
　
女性
　　　生年月日
昭和３年３月３日
　　　　　　　年齢
　
86
歳
要介護区分
　
５
主たる疾患（障害）名
　　
脳梗塞
)




実施行為種別
 (
・口腔内吸引　　・鼻腔内吸引　　・気管カニューレ内吸引
)

指示内容
 (
喀痰吸引
・吸引圧
　　
　
150mmHg
・吸引時間
　　
○口・鼻の吸引時間：15秒以内（右の鼻腔は出血しやすいため注意して行う）
　　○気管カニューレ内部吸引時間：10秒以内　挿入の長さ10cm
・注意事項
　
　　
吸引チューブ　口・鼻：
14
Ｆ
r
　
40cm
      
気管カニューレ内部：１２Ｆ
r
　
50cm
　
　　
難聴があるため、ゆっくり説明して下さい。
)


















平成25年10月10日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指示者　医師　山田　幸多
　　　　　　　　　　　　　　　　
介護職員等喀痰吸引指示書
指示期間（　平成25年９月20日　～　26年３月20日　　）
対象者
 (
氏名　
山本ひろ子　
　　　　性別　
女性
　　　生年月日
昭和３年３月３日
　　　　　　　年齢　
86
歳
要介護区分　
５
主たる疾患（障害）名　　
脳梗塞
)




実施行為種別
 (
・口腔内吸引　　・鼻腔内吸引　　・気管カニューレ内吸引
)

指示内容
 (
喀痰吸引
・吸引圧　　
　
150mmHg
・吸引時間
　　
○口・鼻の吸引時間：15秒以内（右の鼻腔は出血しやすいため注意して行う）
　　
・注意事項
　
　　
吸引チューブ　口・鼻：
14
Ｆ
r
　
40cm
　　　難聴があるため、ゆっくり説明して下さい。
)


















平成25年10月10日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指示者　医師　山田　幸多
　　　　　　　　　　　　　　　　
介護職員等経管栄養指示書
指示期間（　平成25年10月10日～平成26年３月10日　　　）
対象者
 (
氏名　
田中一男　　
　　　性別　
男性
　　　　　　　　生年月日　
昭和５年５月５日
　　年齢
84
歳
　
要介護区分　
５
主たる疾患（障害）名　　
脳梗塞
)




実施行為種別
 (
・胃ろうによる経管栄養　　・腸ろうによる経管栄養　　・経鼻経管栄養
)

指示内容
 (
経管栄養
・栄養剤の内容
　　　
Ｋ
-
４Ｓ
・投与時間
１日３
回；朝・
昼・
夕
　８０分間
・投与量
Ｋ
-
４Ｓ
400
ｍｌ×
３
回／１日
・注意事項
　　
温度：常温
　　速度：300ml／時，１分間に７５滴で調整：１回80分
　　姿勢：ベッド上で30～45度のギャッジアップ
　　　　　注入後１時間は30度の角度とする
が、床ずれ防止のため20分ごとに徐圧
　　　　　を行う。
　　感染症：なし
　　ボタン型胃ろう
カテーテル　
エクステンションチューブ　２０Ｆr
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
)



















平成25年10月10日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指示者　医師　山田　幸多
　　　　　　　　　　　　　　　
　介護職員等経管栄養指示書
指示期間（　平成25年10月10日～平成26年３月10日　　　）
対象者
 (
氏名　
田中一男　　
　　　性別　
男性
　　　　　　　　生年月日　
昭和５年５月５日
　　年齢
84
歳
　
要介護区分　
５
主たる疾患（障害）名　　
脳梗塞
)




実施行為種別
 (
・胃ろうによる経管栄養　　・腸ろうによる経管栄養　　・経鼻経管栄養
)

指示内容
 (
経管栄養
・栄養剤の内容
　　　
Ｋ
-
４Ｓ
・投与時間
１日３
回；朝・
昼・
夕
　
100
分間
・投与量
Ｋ
-
４Ｓ
300
ｍｌ×
３
回／１日
・注意事項
　　
温度：常温
　　速度：
180
ml
／時，１分間に４５
滴で調整：１回
100
分
　　姿勢：ベッド上で30～45度のギャッジアップ
　　　　　注入後１時間は30度の角度とするが、床ずれ防止のため20分ごとに徐圧
　　　　　を行う。
　　感染症：なし
　　カテーテル　１４Ｆr
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
)



















平成25年10月10日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指示者　医師　山田　幸多
　　　　　　　　　　　　　　　


介護職員等喀痰吸引

等

指示書
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